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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   こんどう   しんご 

会長 近藤 信悟 
 私ごとではありますが、自社の事務所では始業から終業まで、ＨＤＤコンポで 

洋楽を流しています。半分は趣味でもありますが、洋楽ＣＤを集めることが高校 

生時代からの楽しみであることは違いありません。“プログレッシブロック”（キ 

ングクリムゾン・ピンクフロイド・ジェネシスなど）という幅の狭いジャンルが 

好みのため、集めやすいこともあり、かなりの枚数を確保してしまいました。 

しかし、３０年もかかって集めると音楽ＣＤの世界にも移り変わりがありました。 

最初はレコードをプラスチックケースにしたどちらかというと「レコード復刻ＣＤ」 

そしてレコードのジャケットをそのままＣＤサイズにした「紙ジャケＣＤ」。 

おまけにレコードジャケットのタテに付いている縮小帯付。 

さらに高音質化のための「ゴールドＣＤ」「ＨＤＤ－ＣＤ」「ＳＨＭ－ＣＤ」「プラチナＣＤ」などと音質を

求める工程はますますレベルアップです。ただし、これらのＣＤはそれなりの機材を使用しないと意味があ

りませんが・・・・。 

現在のようにパソコンからダウンロードできる時代になりお手軽になりましたが、それでも私はＣＤを集め

続けるつもりです。何人の人が私のような趣味を持っていらっしゃるのでしょうか？悪趣味ですね。 

 

 さて、平成２８年３月４日（金）東京損保会館で開催された『日本代協臨時総会・全国会長懇談会』に 

参加してまいりました。以下が岡部会長の挨拶および事業計画にあります特に力をいれて行動していく 

３本柱です。 

①「損害保険大学課程」の制度周知や受講者募集を協会・会社と連携して推進する。 

   また、損害保険トータルプランナーの社会的信認度向上を目指す。 

②「地域社会貢献活動の推進」として、地域に密着した活動を通して社会に役立つ存在となることを目指

す。特に本業に関連した防災・減災活動を強化して、地域社会の安心と安全に貢献するリスクマネー

ジャー集団の地位を確立していくものです。 

③「代理店賠責の普及」代理店経営のプロテクターとなる賠責加入を推進して１００％加入を実現とする。

これが２８年度の大きな目標であります。 

組織力強化では、２７年度末正会員数＋３００店を目標として会員増強をますます推進することが提案され

ました。 

 続く記念セミナーは岩手県大船渡（株）谷地保険事務所の榊原社長に“あの日を忘れない”～前を向き 

共に歩む～を講演いただきました。５年目というひとつの節目のタイミングで、もう５年か、まだ５年か。 

悲喜こもごもの思いは被災者の数と同じだけあると思います。 現在も復興に尽力されている多くの人が 

いて、まだまだ、先は長い道のりだと教えてくれています。私たちにできることはこれまでを思い、これ 

からを考え、「忘れない」「風化させない」ために自分たちに少しでも出来ることを続けていくことが大切だ

と教えていただいたと思います。 

 

 
 
１ｐ・・会長挨拶／目次            ８ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（119）  ① 
２ｐ・・スケジュール／事務局より       ９ｐ・・   ～保険ジャーナリスト   ② 
３ｐ・・日本代協報告            １０ｐ・・          中﨑章夫  ③ 
４ｐ・・支部活動報告①           １１ｐ・・『街道シリーズ』（中山道 43）松尾 一 
５ｐ・・支部活動報告②              １２ｐ・・提携事業者広告掲載① 
６ｐ・・委員会報告             １３ｐ・・提携事業者広告掲載② 
７ｐ・・代理店紹介 （飛騨支部）            １４ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
                                       １５ｐ・・新入会員報告（組織委員会より） 
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～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

 

～事務局より～ 

【総会日程のお知らせ】 

日本代協   平成２８年 ６月１４日（火）  １０：００～  損保会館 

県代協     平成２８年 ５月１８日（水） １３：３０～  長良川スポーツプラザ 

岐阜支部   平成２８年 ４月 ８日（金） １４：００～  メディアコスモス 

西濃支部   平成２８年 ４月１５日（金） １４：００～  スイトピアセンター 

中濃支部   平成２８年 ４月１３日（水） １１：００～  日本ラインゴルフクラブ 

東濃支部   平成２８年 ４月１４日（木） １１：００～  みわ屋 

飛騨支部   平成２８年 ４月 ８日（金） １８：００～  グリーンホテル 

     ※ 上記、県代協総会、支部総会を都合上欠席される会員の方は必ず委任状をご出状 

        くださいますようお願いします。 

【正会員年会費振替のお知らせ】 

     平成２８年 ４月 ２２日（金）に平成２８年度 第Ⅰ期の正会員年会費を口座より 

振り替えさせていただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０  FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp     （担当：小川百合子） 

 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

３ ４ 金 日本代協 臨時総会（１０：００～） 損保会館 

 ８ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田宿 

 １０ 木 岐阜 役員会（１７：００～） 岐阜駅前ミスタードーナツ 

 １０ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １０ 木 ＣＳＲ 地震保険普及キャンペーン 各支部 

 １１ 金 西濃 ボウリング大会（１８：００～） 大垣ボウリングセンター 

 １８ 金 県代協 三役会（１４：.００～） 岐阜県代協事務局 

４ ６ 水 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂市総合センター 

 ８ 金 岐阜 支部総会（１４：００～） メディアコスモス 

 ８ 金 飛騨 支部総会（１８：００～） グリーンホテル 

 １３ 水 中濃 保険業法改正セミナー（９：３０～） 日本ラインゴルフクラブ 

 １３ 水 中濃 支部総会（１１：００～） 日本ラインゴルフクラブ 

 １４ 木 東濃 支部総会（１１：００～） みわ屋 

 １５ 金 西濃 例会（１２：３０～） スイトピアセンター 

 １５ 金 西濃 支部総会（１４：００～） スイトピアセンター 

５ １８ 水 県代協 定時会員総会（１３：３０～） 長良川スポーツプラザ 

６ １４ 火 日本代協 定時総会（１０：００～） 損保会館 
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Q1【法令等遵守（コンプライアンス）体制（１）】 

代理店経営者として求められる募集人向けのコンプライアンス体制とは具体的にどのようなことですか。 

A1 改正保険業法では「募集人に対する教育・指導・管理」の体制整備が求められることになります。特に募集
人へのコンプライアンス教育は重要な経営課題であり、代理店として主体的かつ計画的なコンプライアンス研
修の実施が必要となります。手順としては、例えば、前年度の自店の課題を洗い出し、特に対応が必要な課題
を３～４項目選定し、新年度初に自社としてのコンプライアンスプログラムを策定して実施するといったこと
が考えられます。その上で、最低上期と下期の年 2 回（できれば、四半期に１回程度）、課題の進捗を募集人
全員と共有しておく、といった取り組みが重要です。もし、計画より遅れている場合は、次の四半期に向けて
改善策を策定し、実行します。年度末には全体の総括を行い、未だ改善されない項目については改めて次年度
への継続課題として設定し、定着させるためのプログラムを策定します。 

この仕組みが正に「PDCAサイクルを回す」ことであり、課題ごとに改善、定着を図ることとなります。 

次に、各プログラムで定めた項目を具現化するための定期的なコンプライアンス研修の実施が必要となりま
す。テーマはコンプライアンスの責任者（小規模代理店では店主自身のこともありえます）が中心となり、各
プログラム項目に沿って決定します。最低月１回の実施が望ましいと考えます。ここで重要なことは、情報管
理については、社員全員が対象ということです。募集に従事しないパートタイマーやアルバイトも全て含める
必要があります。募集に従事しなくても、店頭、電話などで顧客情報などを取り扱うことがあるため、自社と
しての基本的な規則やルールを理解しておく必要があるからです。 

次に重要なことは、研修の欠席者対応です。商品研修などの営業に関する研修であれば自習してもらう方法も
ありますが、コンプライアンス研修については欠席者を把握し、該当者には必ず補講を受けてもらう必要があ
ります。これら代理店として行う研修については、「研修記録簿」を作成して実施日、内容、参加者、欠席者
（補講日）などの記録を残さなければなりません。このように、社員教育については、保険会社が提供する研
修を受ける場合であっても、代理店が主体的に計画し、指示をして受講させる必要があることを改めて確認い
ただきたいと思います。 

Q2【顧客保護等管理体制（１）】 

「個人データ管理台帳」については、所属保険会社から配布された帳票を備え付けていますが、代理店として定
期的にメンテナンスをする必要はありますか。 

A2  現在、保険代理店は、個人情報取扱事業者(※)である保険会社の委託先という位置づけで、金融機関に求め
られるルールに従った対応を求められています。具体的には、「金融分野における個人情報に関するガイドラ
インの安全管理措置等についての実務指針」において、「個人データの取扱状況を確認できる手段の整備」と
して「個人データ管理台帳」を備え付けることが義務付けられています。同実務指針では台帳に記載する項
目として、「取得項目」「利用目的」「保管場所・保管方法・保管期限」「管理部署」「アクセス制御の状況」を
定めています。 

 (※）なお、個人情報保護法は現在改正作業が進められており、改正後は全ての代理店が直接「個人情報取扱事
業者」に指定される予定です。 

保険代理店が日常業務を遂行していく中で、「個人情報・個人データ」は毎日生き物のように動いています。
そのため、新たな書類の追加や保管期限に基づいた書類の廃棄など、代理店自身が定期的なメンテナンスを行
うことが必要となります。各保険会社の個人情報管理マニュアル等では、個人データを取得・廃棄する都度、 

備え付けた台帳を更新し、更新日の 記載の励行を求めていますので、留意が必要です。また、監督当局や所
属保険会社による検査の際には、「個人データ管理台帳」に記載された書類と現物の突合調査が行われます。
その際に指定された現物を提示できなかった場合は、実際には“「廃棄」の記載漏れ”であったとしても、紛
失、盗難などの不祥事と看做されることがあり、その後の対応に多くの時間とロードを要する恐れがあります。
従って、代理店内の社内ルールとして、例えば四半期に１回程度、台帳に記載された書類・ファイルと現物と
の突合を実施することをお勧めします。 

≪改正保険業法対応≫ 『体制整備』の豆知識 （Vol.２/H28.2.2） 
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【岐阜支部活動報告】 

 ○役員会報告 

 開催日時 ： 平成２８年 ３月１０日（木） １７：００～ 開催場所 ： ＪＲ岐阜駅ﾐｽﾀｰﾄﾞｰﾅﾂ 

 参加者数 ： １１/１３名                報告者名 ： 鵜飼 康弘 

《内容》 

 ①２月研修旅行反省 

 ②平成２８年岐阜支部総会について 

  ・日時 平成２８年４月８日 １３：３０～     ・場所 長良川スポーツプラザ 

  ・記念講演  『市場環境激変と保険代理店の近未来』 

     ～改正保険業法施行直前の勘所と次の事業ステップを考える～ 

     講師  保険ジャーナリスト （有）ナカザキ・アンド・カンパニー 代表 中﨑 章夫 氏 

  ・懇親会会場 はなの舞 会費 １，０００円 

 ③県代協より報告  ・長良川清掃ボランティア ４/１７（日）７：００～  

 ○地震保険キャンペーン報告 

 開催日時 ： 平成２８年 ３月１０日（木）１７：３０～   開催場所 ： ＪＲ岐阜駅 

 参加者数 ： １１名                    報告者名 ： 高橋 励 

《内容》  ＣＳＲ委員会報告にて報告 

 

【西濃支部例会報告】 

○３月例会報告 

 開催日時 ： 平成２８年３月２日（水）１１：３０～    開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

 参加者数 ： １９名                    報告者名 ： 小林 悦雄 

 《内容》 

 ・委員会報告 ・企画環境・・朝日火災の７年長期月払い保険について、 ・ＪＡに対する注意喚起 

        ・ＣＳＲ・・３月１０日（金）１７：３０分より地震保険普及キャンペーンの参加依頼 

 ・県代協報告・・５月１８日（水）平成２８年度県総会決定 

 ・支部例会・・４月１５日（金）１２：３０～１４：００ スイトピアセンター１Ｆレストラン 

 ・支部総会・・４月１５日（金）１４：００～スイトピアセンター学習館３Ｆ 

        総会終了後同学習館において「救命救急講習」～１７：３０分 

        １８：００より「日本海庄や」大垣駅アピオ店にて懇親会 

○地震保険普及キャンペーン報告 

 開催日時 ： 平成２８年３月１０日（木）１７：３０～   開催場所 ： ＪＲ大垣駅北通路  

 参加者数 ： ６名 ＭＳＧ（渡辺、永井さん）、吉田保険事務所さん、畦地副会長、 

        中河ＣＳＲ委員、小林 

 報告者名 ： 小林 悦雄  

        いつもご苦労様です。ありがとうございました。 

 

○西濃支部ボウリング大会報告  

 開催日時 ： 平成２８年３月１１日（金）１８：００～ 

        ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ大会・・大垣ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞｾﾝﾀｰ １４名参加 

        懇親会「日本海庄や」 ２０名参加 

 《ボウリング結果》 

   ＜優勝＞     野村順一さん（（株）オフィス養老） 

   ＜準優勝＞    畦地洋祐さん（（有）アイ．エーファイン） 

   ＜三位＞     今津洋平さん（（株）アール＆スマート）  

   ＜ハイゲーム賞＞ 今津洋平さん（（株）アール＆スマート） （今津洋平さん・野村順一さん・畦地洋祐さん） 

   ＊上記入賞者は岐阜新聞にて表彰掲載されました。 

   ＊ファブリカの平野さんからは入賞商品の協賛をいただきありがとうございました。 

    会場予約や商品手配の段取りをお願いしました役員の方々には本当にお疲れ様でした。 
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【中濃支部活動報告】 

○例会報告  

 開催日時 ： 平成２８年 ３月 ８日（火） １０：３０～  開催場所 ： 中山道会館太田宿  

 参加者数 ： 参加者６名（出席率１９％）            報告者名 ： 福地 誉 

《内容》 

 ①ＣＳＲ委員会より、１０日（木）の地震保険普及キャンペーンへの協力依頼。  

 ②組織委員会より、今期７名の新入会員実績があった事の報告と、会員増強に対する協力へのお礼。 

 ③４月１３日（水）９時３０分より、日本ラインゴルフ倶楽部にて改正保険業法のセミナー、 

  １１時より支部総会を開催します。 詳細は後日案内いたしますので参加をお願いいたします。 

○地震保険普及キャンペーン報告 

 開催日時 ： 平成２８年３月１０日（木）１７：３０～１８：３０ 

 開催場所 ： ＪＲ大垣駅北通路  

 参加者数 ： ８名 （中部保険事務所 家田さん、大江さん、（株）保険相談センター 安江さん、 

            （有）吉田保険事務所 吉田さん、ＢＰ ＭＯＲＩＫＥＩ 森さん、  

           （合資）ＢＲＡＩＮＳ 丸野さん、（株）中濃保険事務所石原さん、福地） 

 報告者名 ： 福地 誉 

     皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

【東濃支部活動報告】 

 ○３月例会及び地震保険キャンペーン報告 

 開催日時 ： 平成２８年３月１０日（木）キャンペーン ７：３０～、例会 １１：３０～                    

 開催場所 ： 地震保険キャンペーン 中津川駅、多治見駅      例会 みわ屋 

 参加者数 ： 地震保険キャンペーン １０名、賛助会員 １名、   例会 １１名               

 報告者名 ： 吉村 英樹 

  《内容》 

 ・地震保険キャンペーン中津川駅 ５代理店 、多治見駅 ５代理店 

 ・各委員会より（教育、CSR、広報、企画環境） 

 ・平成２８年度 東濃支部定時総会について   

開催日時 平成２８年４月１４日（木）午前１０：３０ 幹事会、午前１１：００ 総会開始 

 

【飛騨支部活動報告】 

 ○３月役員会及び地震保険キャンペーン報告 

 開催日時 ： 平成２８年３月１０日（木）役員会 １２：００～ 、キャンペーン １４：００～ 

開催場所 ： 役員会 ひだホテルプラザ（來來飯店） 地震保険キャンペーン  

 参加者数 ： 役員会 ８名、地震保険キャンペーン ８名  

 報告者名 ： 熊木 千夏 

 《内容》 ・来年度の活動計画について 

・その後地震保険キャンペーンを 

高山市役所付近にて執り行ない 

ました。 
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【ＣＳＲ委員会】 

●地震保険普及キャンペーン報告 

開  催  日 ： 平成２８年 ３月１０日（木） 

場所・時間 ： 岐阜支部 ＪＲ岐阜駅前（17：30～）、西濃支部 ＪＲ大垣駅北口（17：30～） 

        中濃支部 バロー美濃加茂店（17：00～）、東濃支部 ＪＲ多治見駅前、ＪＲ中津川 

駅前（7：30～）、飛騨支部 高山市役所付近（14：00～） 

参 加 者 数 ： ４９ 名  

（岐阜支部 １４名、西濃支部 ６名、中濃支部 ８名、東濃支部ＪＲ多治見駅前  

ＪＲ中津川駅前併せて １０名、飛騨支部 １０名、 

賛助会員（株）ファブリカコミュニケーションズ １名） 

《内容》 

岐阜支部、西濃支部、中濃支部、東濃支部、飛騨支部において地震保険キャンペーンを開催しました。 

多くの会員の皆様の参加により、素晴らしい地震保険普及活動を行うことができました。 

当日は春の寒さの中、とても大変なキャンペーン活動になりました。ありがとうございました。 

ご協力いただきましたみなさまに感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（岐阜支部 ＪＲ岐阜駅前） 

 

                             （西濃支部 ＪＲ大垣駅北口） 

                                                

 

●「長良川を美しくしよう運動」のご案内 

日    時  ： ４月１７日（日） ７：００ ～ 

         雨天決行  

        （同日６：００～６：３０ ＴＥＬ0180-99-3818にて開催確認できます） 

※ 順延の場合の予備日は４月２６日（日） 

集合場所  ： 長良橋たもとのインラインスケート場 

持 ち 物  ： 軍手、あれば火バサミ 

※ ご参加いただけます方は県代協事務局までご連絡ください。 

 

                           （報告者 委員長 高橋 励） 
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飛騨支部 保険相談オフィス 

 

代表者 小瀬 晃代  

 

スタッフ ５名 

 

取扱保険会社 日新火災海上保険（株） 

       東京海上日動火災保険（株） 

       損害保険ジャパン日本興亜（株） 

       あいおいニッセイ同和損害保険（株） 

       東京海上日動あんしん生命保険（株） 

       オリックス生命保険（株） 

 

略歴  平成２０年７月設立 

 

経 営 理 念 
１．あんしん・誠実・的確な対応を心掛けます。 

2．皆さんの笑顔を守ります。 

3．創意工夫で、「イキイキ」「ワクワク」「ドキドキ」し

よう。 

 

行 動 指 針 
1．すべてのことに信頼される行動を行います。 

2．すべてのことに感謝します。 

3．すべてのことに夢を持ち続けます。 

4．すべてのことに素直になります。 

5．すべてのことに責任を持ちます。 

6．すべてのことに努力します。 

7．すべてのことに広い視野を持ちます。 

 

保険のご相談はお気軽にどうぞ！！  

 只今、保険の相談をすると駿河屋マイカードのポイントが

貯まります。 

ご相談は無料です。  
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中さんの保険諸国漫遊記（１１９） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

スマホを活用した多様な事業モデルが台頭 

 グループ化と割り戻し保険料を利用した「フレンドシュアランス」 

  

 ３月４日（金曜）東京代協中央支部かたろう会のセミナーが夕方両国であり、講師で参加、ここ数年に呼ばれている。

かたろう会は、東京代協でも企業代理店や職業代理店が地域の専業代理店とともに同居する多様な形態の会員メンバー

構成に特徴があり、そのために業界動向など会員間の情報交流の場づくりや親睦を兼ねて開催されている。今回は支部

長の神山さん誕生の地両国の「まち歩き（ガイド付き）」と「施設観賞(江戸東京博物館)」を第一部、その後保険ジャ

ーナリスト中崎章夫の「セミナー」と「懇親会」を第二部、「かたろう会（宿泊）」を第三部とする３本立てだった。 

  

◇明暦大火と両国橋 

 その前の時間を利用して、９名で、昼から、墨田区観光協会の観光ガイド付の両国南コースを７５分かけ散策をする

機会に恵まれた。１６５７年の明暦の大火（江戸城天守閣はじめ江戸市中の６割を焼失）の殉難者１０万人余の遺体を、

当時大川の東岸の湿地帯だった本所牛島の地に船で運び、諸宗山無縁寺回向院（徳川家ゆかりの芝増上寺と同じ浄土宗）

の地に幕命（四代徳川家綱）で埋葬し、万人塚を造り祀ったもの。大川に当時は江戸の防衛上、千住大橋しか橋は架け

られておらず被害を大きくしたことにちなみ、防火上や、また参拝客の便のためもあり、武蔵国と下総国の国境の大川

（現在の隅田川）に両国橋が１６５９年から２年かけ作られ１６６１年に完成した。以来この一帯を両国と呼び、防火

のための広小路や碁盤の目状の街づくりもなされた。武蔵国（日本橋）寄りの西岸を日本橋両国と呼び、当初はこちら

側の称であったとか。１６８８年（元禄時代）に下総国（現墨田区）の本所深川の開発が進み、東岸を東両国（向こう

両国）と呼ぶようになり、現在では駅や国技館などがある東岸の本所地域を両国と呼ぶようになっている。 

  

◇回向院、相撲部屋、吉良邸跡を見て回る 

 １６７１年には勧進相撲が回向院境内で始まっており、明治時代には旧国技館が境内に作られた。回向院は、宗派に

かかわらずオープンに受け入れる寺のため、江戸時代から実に多様な霊が仲良く祀られているのに驚かされる。 

日本相撲協会が物故力士や年寄りの霊を祀った力塚がある。松平定信の命で作られ最初の水子墓もある。家綱の愛馬を

祀ったのが始まりという動物塚、供養塔、ペット墓などにぎやかだ。鼠小僧次郎吉の墓とその御利益ある削り石。塩地

蔵。山東京伝、竹本義太夫など著名人の墓などもあり興味尽きない。 

 この後両国橋近くの旧広小路、春日野部屋はじめ多くの相撲部屋が所在する街の通りを散策、通りの両側が、防災上

耐火建築の街に生まれ変わっているのに驚かされる。 

 １７０１年に江戸城末の廊下事件が起こると、即刻浅野内匠頭は切腹、吉良邸は屋敷替えで、両国に移される。２年

後、世にいう赤穂浪士の討ち入り（１７０３年）の場となった吉良邸跡、今ではわずかに本所松坂町公園として残るが、

事件後その屋敷は嫌われケチがつき後に住むものもなく、地元の住民の方々の苦労は大変だったようだ。 

  

◇江戸前の与兵衛寿司発祥の地 

 この地は、江戸前寿司与兵衛寿司の発祥の地、１８２４年に両国回向院前に小泉与兵衛が華屋の屋号で創業、すしに

ワサビを使ったのはこの華屋与兵衛が最初なので、一般には与兵衛寿司が握り寿司の嚆矢とみなされている。 

華屋の流れを汲む両国与兵衛寿司は、１９３０年閉店したが、現在、与兵衛寿司の味を復活させようとしているのが両

国政五すし。酢飯は粕（かす）酢と天然塩のみで砂糖を使わず、やや赤みを帯びる。ネタは刺身でなく、酢じめや煮る

などなど必ず仕込みがしてある。マグロのヅケとアナゴは現在の倍程度の当時の大きさ。マグロのヅケ、アナゴ、小肌

（酢締めに海苔をはさむ）、春子（かすご 鯛の稚魚、芝海老のオボロ入り）、海老（芝海老のオボロと海苔をはさむ）、



 

 

- 9 - 

煮ハマグリ、玉子焼き（芝海老と白身のすり身入り）、干瓢巻き４キレからなり、２５００円とか。今度ぜひ食べてみ

たいものだ。 

 散策の後江戸東京博物館で特別展のレオナルド・ダビンチ展「糸巻きの聖母」を鑑賞するとともに、常設展で復元さ

れた江戸時代の木橋の日本橋など江戸庶民文化に触れる。 

  

◇ももんじやの猪鍋が絶品 

 夜は、両国橋たもとで、懇親会。１７１８年から続く「ももんじや（百獣屋）」で猪鍋などの野獣コースを楽しむ。

これが八丁味噌ベースのブレンド味噌の割り下に、すき焼き風に真紅の白の猪肉、シラタキ、長ネギ、焼き豆腐、セリ

の鉄鍋を味わい尽くす。猪肉のすね肉の煮込み、鹿肉の刺身、竜田揚げ、熊汁どれもこれもうまうまであったため、酒

（白鶴）の燗もコップでぐびぐび、イヤー素晴らしい江戸庶民の味でした。今度はももんじやと京葉道路の大通りを隔

て向かい合っている両国の老舗どぜうの桔梗屋のどぜう鍋を味わってみたいものである。 

  

◇ スマホ活用の事業モデルの拡がり 

 このところ、スマホ中心の「エコシステム」（食物連鎖など生物界の生産、消費、分解などの生態系から派生し、最

近ではＩＴ業界の協業・分業・イノベーションなどのオープンかつ多様なつながり、革新的なビジネス展開を示す用語

として使われてきている）の普及を背景に一気に世界的規模で事業化がなされつつある。従来は、まず国内でコツコツ

と事業モデルを確立し、それをステップを踏んで海外に展開して行くスタイルが一般的であったが、いまや、一挙にグ

ローバル展開が可能になるモデルが出現してきた。 

 こうした新たな潮流については、１月号でも「２０１６年は保険の世界もデジタル革命でビジネス様変わり」として

ＩＴと金融が融合し、小口金融の決済などで新たな金融ビジネス革新の大きな潮流で、保険ビジネスも例外ではない、

として取り上げたところだが、今回はあらためてその動きを見てみたい。 

 そこには、従来にない分かりやすいコンセプト、サービス内容と、だれでも参加しやすいインターフェースの開発に

基づく、様々な独自性持つ事業体の協業や分業により、障壁を取り除き軽快かつ迅速に資源の有効活用を実現するオー

プンイノベーションの仕組みである。こうした新たな発想に立つスタートアップ企業が数多く生みだされてきているの

も特徴的である。スマホを活用して、ユーザー、資源の活用を考えるサービス提供者が、それぞれ登録し、サービスを

必要な時にリーズナブルな価格で安心して活用できるようにする仕組みのビジネスモデルである点が特徴的である。 

  

◇ウーバーの配車サービス、エアビーアンドビーの民泊サービス 

 こうした著名な事例としては、米国初のウーバー（Ｕｂｅｒ）がある。スマホのアプリを使った自動車配車ウエッブ

サイトと配車サービスを展開する。一方にユーザー、もう一方に自家用車のドライバーをそれぞれつなぎ登録し、かつ

独自の評価システムや登録基準を設け、爆発的に利用者を拡大し、既存の業界に大きな脅威ともなっている。今では世

界５８か国、東京や福岡を含む３８５都市でサービスを提供するまでになっている。展開の仕方は国ごとの規制環境に

対応し柔軟な展開で、東京では、ライドシェア（相乗り）については現行の規制とのかかわりもあり、サービスは限定

的だが、タクシーやハイヤーなど４種のコースを用意している。今後、交通サービスの空白地ともいわれる過疎地の高

齢者対策上の活用も含め、経済特区の活用や既存関連業界との調整も含め、規制の緩和がどのように進むかが注目され

る。 

 エアビーアンドビー（Ａｉｒｂｎｂ）も、スマホを活用し、個人空き部屋を有料で貸し出す民泊をネットで仲介する

サービスモデルである。こちらも米国発だが、今では世界各国にサービスは拡大しており、日本でも、２０２０年の東

京オリンピックでの宿泊施設のひっ迫化等をにらみ規制緩和を進めていく方向にあり、こうしたサービスの可能性が注

目されている。 

  

◇日本でも新たな企業化 

 日本でも、例えばセーフィーは、ホームセキュリティ分野で、スマホを活用し、赤外線防犯カメラを活用し家の内外

をライブ画像で管理するとともに、画像の自動保存や問題があった場合のアラーム着信サービスを提供する事業を展開

し注目されている。 

 またラクスルはネット印刷サービス分野で、各地の印刷会社をネットワーク化し、印刷機の非稼働時間帯を活用・運

用を図ることで、機械の稼働率を上げ、ユーザーからの印刷物の注文をスマホ等で受け付け低価格で迅速に提供する仕

組みのモデルである。 
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 この他、本年に入り、話題を集めているのが、ロボットタクシーという事業モデルだ。ＤｅＮＡのスマホオンライン

ゲームで培ったインターネットサービスノウハウとＺＭＰの自動運転技術のノウハウを連携・融合し、自動運転車を使

ったタクシーの配車サービスの事業化に乗り出した。 

  

◇保険版フィンテックの動き 

 スマホを活用した保険版Ｆｉｎｔｅｃｈ（フィンテック）の事例としては、取り組みが進む米国で、例えばオスカー・

ヘルス・インシュアランスという医療保険のスタートアップ企業が著名である。同社は、ニューヨーク州最大の地域医

療連携ネットワークのヘルシックスと提携し、医療保険加入者と地域医療機関をリアルタイムでつなぐスマホ対応型診

療イベント通知アプリを提供するとともに、メーカーと連携し、ウエアラブルの活動量計を無料提供するサービスの開

発も進めている。 

 メトロマイル社（米国）は、自動車保険のスタートアップ企業で、ユーザーの運転走行距離を捕捉する携帯無線付き

ＧＰＳテレマティクス装置を車に搭載した従量制自動車保険の提供をオレゴン、イリノイ、カリフォルニア州で展開す

るとともに、２０１５年１月からＵｂｅｒ運転者向け従量制自動車保険の提供などシェアリングエコノミー関連企業と

の提携も探っている。 

  

◇ドイツの「友達保険」（フレンドシュアランス） 

 こうした中で、ドイツの保険ブローカー、フレンドシュアランス（友達保険）の試みもその斬新な発想が俄かに世界

的に注目されている。フレンドシュアランスの仕組みは、「分かりやすくて顧客にとって割安でフェアな保険を売る」

を目指し、信頼関係で結ばれた人がグループを作り保険に加入するという仕組みだ。 

 この仕組みは、Ｐ２Ｐ（ピアツーピア）という同等の者間をつないだ保険マーケットプレイスのスタートアップ企業。

ボストンコンサル出身のティム・クンデ氏が、弁護士、マーケティング出身の仲間と３人で、２０１０年にベルリンで

創業し、現在従業員５０人。募集や損害報告等をすべてオンライン化。Ｐ２Ｐレンディング（お金の貸し手、借り手を

インターネット上のプラットホームを用意し、ウエッブで結びつけ貸し付けを行う仕組み）と同様のモデルを保険分野

に適応したものという。 

  

◇独特の運営の仕組み 

 保険料は、４割が総額損害保険金支払い基金（保険会社の費用保険もここから支払う）に充て独自に支払い、残りの

６割を保険会社（７０社）に回す仕組み。少額損害の保険金支払いは、同社の運営する損害支払基金制度で独自対応し

（保険会社はその分管理コストが効率化できる）、それを上回る高額支払いのみ保険会社の費用保険で対応するという

ものだ。同社は保険会社からブローカレッジ（ブローカー手数料）を得る。 

 自動車保険、個人賠償責任保険、訴訟費用保険、家財保険などの損保商品分野で、企業・団体保険の手法を工夫し、

若者を中心とした個人顧客を対象に、グループという一種のコミュニティを家族や友人を中心に自主的に構成してもら

い、そのメンバーの責任に基づき事故抑止機能を働かせてもらい、平均以下の事故（損害）水準に収まれば、１年後に

割り戻すというものだ。 

若者を対象とするかのようにアイホン保険やｉＰａｄ保険、モバイル保険、ノートブックＰＣ保険などの保険も提供し

ている。グループの構成単位は１グループ平均５０～６０名。 

  

◇自己責任でのグループ化と割戻し保険料を組み合わせ 

 グループ（コミュニティ）をまずは家族、友人をつなぐマッチングからスタートさせ、自動グルーピング機能を導入

し、自らの責任で顧客グループ化を拡大していくというもの。安全マインドの高いグループ構成にすれば、大きな割り

戻しも期待できるため、加入者自らが責任を持って事故抑止に動く効果が期待できると注目されている。１年後、事故

抑止に努めると最大４割が払い戻し保険料として返還される仕組み。１年後に加入者の８割が割り戻しを受けていると

いう。現在契約件数は５万件とまだわずかだが、グループ化（コミュニティづくり）と割戻し保険料という金銭的対価

を結び付け、責任概念を導入し、事故抑止力を引き出そうという試みが斬新なこともあり、ドイツで新たな潮流として

注目されている。 

（保険ジャーナリスト、inswatch編集人） 
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『街道シリーズ』（中山道その 43） 

                                         松尾 一 

      磨針峠から鳥居本宿へ 
  

 中山道は琵琶湖を望みながら磨針峠を下りま

す。と言っても中山道の一部は、現在の車が通

る道ではなく、山の中に消えてしまっています。

坂道を下りきると国道８号線と合流します。こ

こが北陸街道と中山道の分岐点で、交差点には

昭和 53年に建立された磨針峠と望湖堂を案内す

る大きな石碑があります。ところが、江戸時代

の分岐点は、この交差点すぐ西、国道８号線と

矢倉川がクロスしている付近なのです。 

 ちなみに北陸街道は越後高田から北陸を通り、

近江の木之本で２つに分岐、一方は中山道関ヶ

原宿へ、もう一方は、この分岐点に到達してい

たのです。江戸時代以前の豊臣時代には北陸の

諸大名は、木之本から鳥居本経由の北陸街道を使い大坂に向かっていったのです。 

 さて、中山道は、ここから西に進み、まもなく鳥居本宿に到着します。 

 鳥居本宿は本陣１軒、脇本陣２軒ある L字型の宿場町で、今日でも古い建物が多く残り当時の面影を色濃

く残しています。その中でも古くから続く妙薬の赤玉神

教丸本舗の建物は顕著です。また、この宿場の名産は、

美濃和紙に防水のために荏の油と柿渋を塗った雨具の

合羽（か

っぱ）で、

現在でも

「 合 羽

所」と書

かれた立

看板が軒

下にぶら下がっています。当時の旅人は折畳みができ携帯に

便利だと買い求めたことでしょう。 

 中山道は鳥居本宿の外れ付近で、彦根に向かう道との分岐

点に着きます。この彦根に向かうこの道は彦根藩主井伊直孝

が江戸時代初期に彦根城下と中山道を結ぶために開設したも

ので、分岐点には文政 10年（1827）に建立された「右彦根道・

左中山道 京 いせ」と刻まれた道標があります。 

 

 

                                          (まつお・いち) ライフワークは地域史(近世交通史)。 

                          監修に『岐阜地理・地名・地図の謎』(実業之日本社)、『写真アルバム飛騨の昭和』（樹林舎）がある。 
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いつもお世話になっております。有限会社 イブカ です。 

※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ッ カ ー サ ー ビ ス 
どんな事故でも対応致します！ 

 

 
 

 ※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ン タ カ ー 現 場 配 送 サ ー ビ ス 
         レッカーサービスと同じように御用命下さい。 

      フリーダイヤル 0120-495-039   携帯電話 090-3309-2925 

       岐阜本社 岐阜市柳津町南塚 4 丁目 249   TEL 058-393-2524  FAX 058-388-7301 

岐阜本荘営業所   岐阜市敷島町 ９丁目 1-1 

岐阜羽島営業所   羽島市足近町 ３丁目 634-1 

岐阜本社工場   羽島郡笠松町門間 726-1  
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＜今月の復旧事例 ＞  街路灯復旧工事 

 

車幅が狭くなる県道にある街路灯に、車がぶつかってしまいました。道路整備途中で予定外の、ライフライン 

が埋まっていて、基礎打ちに当初からの変更が必要でした。同じタイプの街路灯がなく最新仕様です。 

 

＜ 場所 ＞ 岐阜地域       ＜ 費用 ＞   ￥1,080,000-  （税込み）  

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 
 岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

一級建築士在籍の  ホームステップ (株)イケダ 

  ０５８－２７１－６７８８（２４時間即日対応） 

 

 
 
 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 
車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   
●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 
●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 村瀬・安藤 まで   ■■ 

TEL:052-561-8899 ／ FAX：052-561-8893    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 施工前 
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《交通事故による損害復旧工事》                 No.0130 

 

尾鷲市地内  注意喚起標識復旧工事      復旧工事費用 190,000 円 

〈着工前〉                    〈完 成〉 

         

＊主要幹線道路に設置された注意喚起標識の復旧工事です。 

交通量も多い為、交通誘導員を設置しての作業となりました。 

 

24 時間・年中無休の安心対応。Speedy Network で 東海・関西・北陸をカバーする 

名古屋市一般・指名入札参加資格 法人コード７０８１１0 

有限会社 岐垣創建  代表取締役 佐藤有巨 

本社   TEL  0584-87-2633   FAX  0584-87-2635  営業所 京都・金沢・名古屋 

E-MAIL   giensouken@vega.ocn.ne.jp  

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご覧下さい。 http://www.giensouken.com 

 

 

                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:giensouken@vega.ocn.ne.jp
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【組織委員会より】 

新入会員紹介  
 

東濃支部 ： アクトサービス（有）           代申 共栄火災海上 

                 店主 鈴木 政廣 様 

                    〒509-5202 土岐市下石町 1236-1 

                   TEL 0572-57-6070  FAX  0572-57-6353 

            （平成 28 年 2 月 18 日入会）  紹介者 （有）蘇栄 口田 泰伸 様  

 

 

中濃支部  ： （有）本多保険              代申 日新火災海上 

                 店主 本多 和友 様 

                    〒509-1431 加茂郡白川町黒川 3821-1 

                   TEL 0574-77-1316  FAX  0574-77-1586 

            （平成 28 年 2 月 19 日入会） 

 

東濃支部  ： （株）伊藤木材店           代申 東京海上日動火災 

                 代表者 伊藤 一恵 様 

                    〒508-0351 中津川市付知町 4944-2-1 

                   TEL 0573-82-2266  FAX  0573-82-4434 

            （平成 28 年 2 月 29 日入会）  紹介者 エムズ保険（株） 松山 和由 様 
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【編集室メンバー】大沢基樹、北村篤俊、加藤木孝、水川博之、安江努、熊木千夏、 

近藤信悟、森 信彦 

 

編集後記  

  2月 27日（土）に中日新聞朝刊にて損害保険トータルプランナー広告が記載されました。 

見開きの全面広告なのでインパクトも大きく多くのお客様や友人の方々からたくさんの反響を 

いただきました。来年度も岐阜放送のテレビ CM等も含めて一般消費者へ代協の活動、代協会員 

代理店を広くアピールしていきたいとおもいます。 

                                     （安江 努） 
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